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業
完
成

。
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
。
を
め
ざ
し
、
建
設
を
進
め
て

い
ま
し
た
各
種
施
設
が
こ
の
ほ
ど
計
画
通
り
完
成
し
ま
し
た

。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
道

・

農
道
を
整
備
し
た
他
、
上
林
五
本
松
集

会
所
、
西
岡
消
防
ポ
ン
プ
蔵
置
所
な
ど
を
建
設
し
ま
し
た
。
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林
業
の
振
興

ぶ

林
業
経
営
者
の
生
産
性
の
向
上
と

経
営
の
近
代
化
を
図
る
た
め
の
林
道

整
備
費
と
森
林
総
合
整
備
事
業
の
経

費
を
予
算
化
し
て
い
ま
す

。

ま
た

、

松
く
い
虫
防
除
の
た
め

の
薬
剤
の
空

中
散
布
や
伐
到
駆
除
は
引
き
続
い
て

実
施
す
る
計
画
で
す

。

次
に
、
住
民
の
保
健
休
養
の
場
と

し
て
皿
ケ
嶺
地
区
に
お
い
て
進
め
て

い
ま
す
森
林
利
用
高
度
化
対
策
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
咋
年
に
続
き
用

地
買
収
費
と
山
小

屋
等
の
建
設
費
を

予
算
化
し
ま
し
た

。

商
工
業
の
振
興

のt-y 

商
工
会
館
を
拠

点
と
し
て
地
域

の

活
性
化
と
経
済
活
動

の
活
発
化
を
図

る
た
め
、
関
係
団
体
の

育
成
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す

。

し幸良

土
木
関
係

広

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
上
村
大
橋

は
昨
年
に
続
い
て
大
型

予
算
を
投
入

し
て

上
部
工
を
施
工
し
、
本
年
度
で

完
成
の
予
定
で
す

。

道
路
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は

、

上
村

大
橋
に
関
連
す
る
牛
洲
上
村
線
な
ら

び
に
志
津
川
伽
呂
線
お
よ
び
田
窪
西

岡
線
な
ど
の
主
要
町
道
の
拡
幅
改
良

と
各
地
域
の
生
活
関
連
道
路
の
改
良

舗
装
を
推
進
し
、
高
速
交
通
時
代
に

対
応
し
た
環
境
整
備
を
積
極
的
に
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

都
市
下
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
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年
に
続
き
、
樋
口
、
横
河
原
お
よ
び

見
奈
良
地
区
に
お
い
て
集
水
区
域
の

拡
大
を
凶
り
生
活
環
境
の
整
備
に
努

め
る
計
画
で
す

。

ま
た
、
北
野
田
北
部
の

土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

ま
で

事
業
実
施

の
準
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
が

、

本
年
度
か
ら
換
地
設
計

を

実
施
す
る

ほ
か
保
留
地
処
分
に
関

す
る
業
務
を
特
別
会
計
で
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す

。

消
防
関
係

消
防
力
の
強
化
と
機
動
力
向
上
の

た
め
、
小
型
ポ

ン
プ
積
載
車
を
購
入

す
る
ほ
か
ポ
ン

プ
自
動
車
の

更
新
も

計
画
し
て
い
ま
す

。

ま
た

、

防
火
水

槽
お
よ
び
消
火
怜
を

設
置

し
消
防
施

設
の
充
実
に
も

努
め
て
い
き
ま
す

。

教
育
の
振
興

小
中
学
校
と
も
に
校
舎

、

体
育
館

お
よ
び
プ
l

ル
の
各
施
設
整
備
も
完

了
し
、
県

.

ト
に

誇
る
教
育
環
境
と
な

り
ま
し
た

。

ま
た
、
設
備
に
つ
き
ま

し
で
も

O
A

機
掠
は
も
と
よ
り

A
V

教
育
シ
ス
テ
ム

や
パ
ソ
コ

ン

教
育
シ

ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
メ
デ
ィ
ア
時

代
に
即
応
し
た
教
育
を
進
め
て
い
ま

す
。な

お
、
小
中

学
校
の
建
設
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
古
い
校
舎

等
の
改
修

に
つ
き
ま
し
て
昨
年
の

重
信
中
学
校

に
続
い
て
A
7年
度
は
北
吉

井
小
学
校

の
大
改
修
を
計
両
し
ま
し
た

。
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町
民
会
館
を
拠
点
と
し
て
住
民
参

加
の
社
会
教
育
活
動
が
非
常
に
活
発

化
し
、
併
せ
て
文
化
協
会
も
積
極
的

に
事
業
を
推
進
し

、

本
来

の
自

主
活

動
も
益
々
盛
ん
に

な
っ

て
お
り

、

本

年
度
も
各
種
団
体
の
育
成
に
努
め
ま

す
。

ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
通
信
を
利
用

し
て
県
の
生
涯
学
習
情
報
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
シ
ス
テ
ム
と
ア
ク
セ
ス
し
、
多

様
な
学
留
機
会
の
提
供
に
も
努
め
る

計
画
で
す

。

図
書
館

、

歴
史
民
俗
資
料
館
は
開

館
以
来
内
容
の
充

実
に
努
め
、
蔵

書

も
五
万
四
千
冊
と
な
り
、
年
聞
の
利

用
者
数
も
四
万

六
千
人
と
非
常
に
多

く
の
方
に
利
用
項
き

、

ま
た
移
動
図

書
館
や
昨
年
開
催
し
ま
し
た
「

重
信

の
昭
和
史
」
等
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
き

ま
し
で
も
好
評
を
得
て
い
ま
す

。

青
少
年
補
導
費
に
つ
い
て
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
小

学
校
低
学
年
を
対

象
に

学
童
保
育
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。

社
会
体
育
で
は
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
を
始
め
、
各
小

学
校
の
体

育
館
、
ナ
イ
タ
ー
施

設
、
町
民
プ
ー

ル
、
重
信
川
緑
地
公
園
と
も
に
よ
く

活
用
さ
れ
て
お
り

、

住
民
の
体
力
増

強
と
健
康
増
進
に
大
き
く
寄

与
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
の
ス
ポ

・

レ
ク
祭
を
契
機
に
町
民
の
軽
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
関
心
も
高
ま
リ
ま
し
た
の

で
、
今
年
度
か
ら
誰
も
が
子
軽
に
取

り
組
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
も

努
め
る
計
画
で
す

ロ

特
別
会
計

住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別

会
計
で
は
本
年
度
は
地
方
債
の
償
還

費
を

予
算
化
し
て
い
ま
す
が
、
要

望

が
あ
り
次
第
追
加
補
正
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
前
年
の

実
績
を
も
と
に
町
内
の
老
人
数
千
七

百
五
十
五
人
に
見
合
う

医
療
費
を
予

算
化
し
て
い
ま
す

。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
被

保
険
者
が
社
会
保
険
加
入
に
よ
り

若

年
層
が
流
出
傾
向
と
な
り
、
益
々

高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

医
療
の
高

度
化
と
高
齢
化
に
よ
り

、

被
保
険
者

一
人
当
た
り
の
医
療
費
で
は
約
五

%

の
伸
び
と
な

っ

で
い
ま
す

。

一
方
、
老
人
保
険
拠
出
金
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
に
比
べ
五
千
百
万
円

の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す

。

こ
れ
は
、

主
と
し
て
昭
和

六
十
一
一
一
年
度
分
の
医

療
費
の
伸
び
が
予
想
よ
り
も
低
く
精

算
額
の
減
少
に
よ
る
も
の
と
加
入
者

按
分
率
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す

。

今
後
は
健
康
管
理
と
と
も
に
成
人
病

等
の
予
防
面
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

。

簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
で
は
人

口
増
に
伴
う
南
吉
井
地
区
の
配
水
管

布
設
替
、ぇ
工
事
と
上
林
地
区
の
配
水

管
延
長
工
事
等
を
計
画
し
て
い
ま
す

。

新
設
の
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別

会
計
で
す
が

、

本
年
度
は
北
野
田
地

区
の
調
査
費
お
よ
び
実
施
設
計
費
を

予
算
化
し
て
い
ま
す

。

近
年
は
特
に
行
財
政
改
革
が
大
き

な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
本

町
に
お
き
ま
し
で
も
健

全
財
政
の
確

保
と
新
し
い
税
、
財
政
制
度
の
的
確

な
運
用
に
配
慮
し
な
が
ら
長
期
的
な

財
政
運
用
に
よ
り
、
多
様
化
す
る
行

政
需
要
に
対
応
し
つ
つ
、
地
域
社
会

の
活
性
化
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一一一シー ト ベル トは正しく着用 しましょう 一一一
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町
議
会
だ
よ
り

一
一
一
月
定
例
議
会

平
成
二
年
度
予
算

五
十
八
億
五
千
万
円
を
可
決

ぷ、

第
百
三
十
五
回
重
信
町
議
会
定
例

会
は
、
三
月
十
四
日
招
集
さ
れ
三
月

二
十
三
日
ま
で
の
十
日
間
の
会
期
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成

二
年
度

一
般
会
計
お
よ
び
五
特
別
会

計
予
算
を
含
む
二
十
三
議
案
ず
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

請
願
書
等
に
つ
い
て
は
、

「
老
人
ホ
l

ム
建
設
に
つ
い
て
」

、

「
東
温
地
区
農
協
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー

の
建
設
に
つ
い
て
」
「
医

療
保
険
制
度
の

一
元
化
に
関
す
る
請

願
書
」
が
採
択
さ
れ
、
「
ス
パ
イ
防

止
法
制
定
促
進
に
つ
い
て
」
「
原
爆

被
害
者
援
護
法
の
制
定
促
進
に
関
す

る
請
願
書
L

が
継
続
審
査
、
「
国
民

医
療
改
善
に
つ
い
て
の
請
願
書

」
が

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
六
人

の
議
員
か
ら

道
路
関
係
、
福
祉
関
係
、
農
業
関
係

教
育
関
係
な
ど
各
方
面
に
わ
た
り
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

の~-y し幸良広

当

初

算

予

平
成
二
年
度
の
当
初
予
算
は
、

一

般
会
計
、
特
別
会
計
の
総
額
で
五
十

八
億
五
千
万
円
(
対
前
年
度
比
五

、

二
%
増
)
に
な
り
ま
し
た
。

O

一
般
会
計

予
算
額
は
三
十
七
億

一
千
二
百
万

円
(
対
前
年
度
比
九
、
六
%
増
)
で

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す

。

上
村
大
橋
整
備
事
業

四
O
一
、
七
三
三
千
円

北
吉
井
小
学
校
改
修
事
業

一
O
二
、
九

一
七
千
円

土
地
区
画
整
理
事
業

九

一 、

コ
二
五
千
円

道
路
新
設
改
補
事
業

八
て
五

三
八
千
円

農
林
業
地
域
改
善
事
業

八
O
、
二
O
二
千
円

地
方
改
善
事
業六

二
、
九
九

O
千
円

土
地
改
良
事
業五

七
、

一
四
四
千
円

農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業

五
六
、
七
六
五
千
円

森
林
利
用
高
度
化
対
策
事
業

四
三

、

二
五
O
千
円

菖
蒲
片
山
線
改
良
事
業

四
O
、
五

一
八
千
円

。
住
宅
資
金
特
別
会
計

予
算
額
は
、

一
千
七
十
七
万
円
(
対

前
年
度
比
七
、
六
%
減
)
で
す

。

O

老
人
保
健
特
別
会
計

予
算
額
は
、
十
億
三
千
八
百
八
十

六
万
円
(
対
前
年
度
比

一
、
四
%
増
)

で
す
。

O

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
頼
は
九
億
八
百
十
六
万
六
千

円
(
対
前
年
度
比
六
、
八
%
減
)
で
す。

O

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
額
は
、

一
億
七
千
三
百
六
十

三
万
円
(
対
前
年
度
比
二

、

O
%
増
)

で
す
。

O

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

野
田
土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
新
説
さ
れ
ま
し
た

。

予
算
額
は
、
六
百
四
十
四
万
八
千

円
で
、
設
計
経
費
が
主
な
も
の
で
す

。

条

改

正

伊j

O

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
な
ど

各
種
の
委
員
等
の
報
酬
を
四
月

一

日
か
ら
引
き
上
げ
る
た
め
に
改
正
さ

れ
た
も
の
で
す
。

O

町
営
墓
地
条
例
の
一
部
改
正

町
営
墓
地
の
使
用
料
を
引
き
上
げ

る
も
の
で
、

一
号
区
が
二
十
二
万
円
、

二
号
区
が
三
十
三
万
七
千

円
に
な

り

ま
す

。

O

幼
稚
園
授
業
料
条
例
の
一
部
改
正

町
立
幼
稚
園
の
授
業
料
が
改
正
さ

れ
、
四
月

一
日
か
ら
四
千
円
に
な
り

ま
す
。

O

水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正

水
道
料
金
に
つ
い
て
、
上
林
地
区

の
基
本
料
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
日

肘
ま
で
六
百
円
と
な
り
、
町
内
同

一

料
金
と
な
り
ま
す

。

O

教
育
委
員
・
人
権
擁
護
委
員
に
つ

い
て任

期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
に
、

大
森
利
敬
氏
(
下
林
)
、
人
権
擁
護

委
員
に
前
園
俊
暁
氏
(
上
林
)
の
任

命
・

推
薦
に
同
意
し
ま
し
た

。

O

老
人
ホ
l

ム
設
置
対
策
特
別
委
員

会
の
設
置

老
人
ホ
ー

ム
設
置
に
向
け
て
、
い

ろ
い
ろ
審
議
す
る
た
め
十
人
か
ら
な

る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

。

町税

30.6% 

分!Il. 1f
&ぴ f\I.u. {l1: 

2.7% 

決

認

........ 
A 

算

昭
和
六
十
三
年
度
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
各
会
計
の
決
算
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

会計 別 歳入瀬 歳出額 差引額

一 荷主 4 , 244 ,922 4 ,031 ,917 213 ,005 

住宅資金 18 , 192 17 ,987 205 

老人保健 932 ,983 935 ,711 ム2 ， 728

国民健康保険 1 ,056 , 543 972 ,799 83 ,744 

簡易水道 182 ,868 165 , 344 17 ,524 

計 6 ,435 ,508 6 , 123 ,758 311 ,750 

一般会計歳入歳出予算図表

一一→丙気見舞いのお返しを廃止しましょう 一一一



広報しげのぶ

平成 2年度会計別予算 性質別経費の図表

(単位:千円)

会 言十 Bリ 本年度 前年度 比車史 円1)年度 合計比% 繰入金 繰出金対比%

般 会 言十 3,712 ,000 3,386 ,000 326 ,000 9.6 63.4 106 ,903 126 ,717 

住貸付宅事新業築特資別金会等計 10 ,753 11 ,659 6 906 。 7 . 8 0.2 

老人保健特別会計 1,038 ,860 1,024 ,980 13 ,880 1.4 17 ,8 54 ,069 

国民健康保険特別会計 908 ,166 974 ,600 6 66 ,434 6.8 15.5 65 ,010 

簡易水道事業特別会計 173 ,630 170 ,192 3,438 2.0 3.0 9,800 

土地区画整理事業特別会計 6,448 。 6,448 皆増 0.1 348 

メE弘Z、 計 5,849 ,857 5,567 ,431 282 ,426 5.1 100.0 

純 計 5,723 ,140 5,440 ,254 282 ,886 5.2 
Lー一一一一一一一

平成 2年度一般会計歳入歳出予算額
〔歳入〕

(単位千円)

事大 本年度予算額 前年度予算額 上ヒ 車交 合計比%
1 田I 税 1 , 137 ,601 1 ,051 , 957 85 ,644 30.6 

2 地 方 譲 与 税 54 ,357 50 ,474 3 ,883 1.5 

3 手)J 子 害IJ 交 f寸 金 25 ,200 15 , 147 10 , 053 0.7 

4 ゴルフ場利用税交付金 30 ,131 29 , 052 1 , 079 0.8 

5 自 動車取得税交付金 34 , 126 31 , 285 2 ,841 0.9 

6 固有提供施設等所在市町村助成交付金 1 , 090 1 , 069 21 

7 地 方 交 イ寸 税 1 , 250 ,000 1 , 240 , 000 10 ,000 33.7 

8 交通安全対策特別交付金 1 , 413 1 ,413 。

9 分 担 金 及 ぴ 負 f.!! 金 99 , 123 98 ,813 310 2.7 

10 使 用 料 及 ぴ 手 数 料 73 , 177 67 ,957 5 , 220 2.0 

11 国 庫 支 出 金 287 , 214 267 ,810 19 , 404 7.7 

12 県 支 出 金 227 , 112 243 , 737 ム 16 ,625 6.1 

13 財 産 収 入 37 ,402 30 , 001 7 ,401 1.0 

14 寄 附 金 1 ,821 5 , 230 ム 3 ,409 0.1 

15 繰 入 金 106 , 903 10 106 ,893 2.9 

16 繰 越 金 56 , 971 86 ,466 ム 29 ， 495 1.5 

17 諸 収 入 21 ,684 18 ,729 2 , 955 0.6 

18 田I {責 266 ,675 146 ,850 119 ,825 7.2 

歳 入 l口k 計 3 ,712 ,000 3 ,386 ,000 326 , 000 100.0 

〔歳出〕 (単位.千円)

本年度 前年度 合計比
本年度予算額の財源内訳

款 上七 車交 特定財 源
予算額 予算額 % 

国県支出金地方債 その他
一般財源

1 議 ぷ3込2ミ 費 82 ,487 75 , 218 7 , 269 2.2 82 ,487 

2 総 務 費 457 ,313 415 ,608 41 ,705 12.3 34 ,877 40 , 905 381 ,531 

3 民 生 費 551 ,403 489 ,617 61 ,786 14.9 172 ,860 20 , 900 79 , 052 278 ,591 

4 衛 生 費 166 ,529 158 , 999 7 ,530 4.5 16 , 080 4 , 297 146 ,152 

6 農林水産業費 497 , 641 513 ,318 ム 15 ,677 13.4 170 ,288 26 ,500 26 , 797 274 , 056 
7 商 工 資 6 , 924 7 ,015 ム 91 0.2 6 , 924 

8 土 木 費 784 ,371 591 , 237 193 , 134 83 ,812 219 , 275 5 , 002 476 , 282 

9 i自 防 費 196 ,503 178 ,660 17 ,843 5.3 12 , 154 220 184 , 129 

10 教 育 費 576 ,761 546 ,307 30 ,454 15.5 24 ,788 15 ,301 536 ,672 

11 災害復旧費 220 220 。 220 

12 公 債 費 389 ,848 407 ,801 ム 17 ， 953 10.5 51 , 752 338 ,096 

13 予 備 費 2 , 000 2 ,000 。 2 ,000 
歳 出 合計 3 , 712 , 000 3 ,386 , 000 326 ,000 100.0 514 ,859 266 ,675 223 ,326 2 ,707 , 140 



(6) 

国

民

年

金

加
入
の
届
け
出
を

お
忘
れ
な
く

ぷ、

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

加
入
の
届
け
出
を
し
て

、
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
次
の

三
種
類
で
す
。

農
林
漁
業
や
自
営
業
者
が
加
入
す

る
「
第
一
号
被
保
険
者

」

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る

「
第
二
号
被
保
険
者
」

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
主
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
の
「
第
三
号
被

保
険
者
」

第
一
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き

に
は
「
資
格
取
得
届
」
を
役
場
住
民

諜
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
も

ら
え
ま
す
が
、
第

一
号
被
保
険
者
や

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
二
号
被
保

険
者
に
な
っ
た
と
き
は

「

種
別
変
更

届
」

を
役
場
へ
提
出
し
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き

は
、
「
第
三
号
被
保
険
者
該
当
届
」
を

役
場
へ
提
出
し
、
確
認
を
う
け
ま
す
。

ま
た
、
配
偶
者
が
転
職
な
ど
で
加

入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
変
わ
っ
た

と
き
は
、
種
別
確
認
の
届
け
出
を
し

ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
忘
れ
る
と
将

来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

のt-f し幸良広

り
ま
す
の
で

去
」
い
。

十
分
注
意
し
て
く
だ

納
め
て
い
ま
す
か

大
切
な
保
険
料

国
民
年
金
は
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
基
礎
年
金
を
受
け
る
制
度
で
す
。

加
入
者
の
う
ち
、
農
林
漁
業
や
自

営
業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
役
場

か
ら
の
納
付
書
に
よ
っ
て
、
自
分
で

保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
老

齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
に
は
時
効
が
あ
り
、

納
付
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
納

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。納

め
忘
れ
を
な
く
す
た
め
に
は
口

座
振
替
や
納
付
組
織
に
加
入
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一
年
分
前
納
す
る
前
納
制
度
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

水
道
、
だ
よ
り

引
っ
越
し
し
た
ら

名
義
変
更
を

春
は
引

っ
越
し
の
多
い
時
期
で
す

。

転
入
転
出
な
ど
で
水
道
の
使
用
者
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
使
用
者
・
所

有
者
の
名
義
変
更
を
必
ず
行
っ
て
下

支
』
い
。

名
義
変
更
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場

合
、
水
道
使
用
料
金
の
請
求
は
、
原

則
と
し
て
前
の
使
用
者
に
請
求
さ
れ

ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

名
義
変
更
手
続
き
な
ど
の
申
請
、

お
問
い
合
わ
せ
は
水
道
課
ま
で
。

四
月
は「土

地
月
間
」

四
月
は

「
土
地
月
間
」
で
す

。

そ
こ
で
、
土
地
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

川
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

優
先
し
ま
す
。

土
地
は
、
現
在
だ
け
で
な
く
将

来
の
国
民
に
と
っ
て
も
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
国
民
の
生
活

や
仕
事
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の

で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、

あ
る
人
の
土
地
の
利
用
の
仕
方
は

周
囲
の
人
達
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
土
地

の
価
格
は
道
路
や
鉄
道
の
整
備
な

ど
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
す
。

こ

の
よ
う
に

、
土
地
は
、
「
公
共
」

の
利
窓
口
に
密
接
に
関
係
す
る
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

優
先
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

土
地
の
取
得
、
利
用
、
処
分
に

当

た
っ
て
は
、
公
共
の
福
祉
の
た
め

に
土
地
の
特
性
に
応
じ
た
制
限
や

負
担
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

山
土
地
は
適
正
に
、
か
つ
計
画
に
従

っ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。土

地
は
周
囲

の
土
地
利
用

の
状

況
を
始
め
と
す
る
そ
の
地
域
の
諸

条
件
に
応
じ
て
適
正
に
利
用
さ
れ

て
こ
そ
国
民
の
利
益
を
増
進
さ
せ

る
も
の
な
の
で
す
。
ま
た
、
お
互

い
の
土
地
利
用
が
対
立
し
た
り
、

地
域
の
土
地
利
用
が
混
乱
し
た
り

す
る
こ
と
を
避
け
て
適
正
で
合
理

的
な
土
地
利
用
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
土
地
利
用
に
つ
い
て
の
計

画
を
作
り
、
土
地
の
利
用
は
そ
の

計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

間
投
機
的
な
土
地
取
引
は
行
わ
れ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

土
地
が
将
来
他
の
人

へ
売
っ
て

も
う
け
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
取
引
さ
れ
る
と
、
仮
需
の
増
加

や
高
値
取
引
の
横
行
に
よ
り
地
価

が
高
騰
を
し
た
り
、
土
地
が
な
か

な
か
利
用
さ
れ
ず
に
土
地
が
休
遊

化
す
る
と
い
っ
た
弊
害
を
も
た
ら

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
土
地
が
投

機
の
対
象
と
し
て
取
引
さ
れ
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

川
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
に
応
じ

て
適
切
な
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

土
地
の
価
値
は
、
道
路
や
鉄
道

の
整
備
や
、
そ
こ
に
建
て
る
こ
と

の
で
き
る
建
物
の
大
き
き
ゃ
高
さ

な
ど
に
関
す
る
規
制
、
そ
の
地
域

に
産
業
や
人
口
が
集
ま
っ
て
き
た

り
と
い
っ
た
外
部
的
な
原
因
に
よ

っ
て
値
上
が
り
す
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
こ
の
た
め
、
土
地
の

価
値
の
増
加
は
社
会
へ
還
元
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
相
原
利
晴

岡
本
幕
摩
雄

岩
田
至

高
市
博
光

和
田
ツ
タ
子

東
満
幸

高
須
賀
純
子

倉
瀬
伊
佐
男

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

上回目樋牛上西北
野

村窪窪口湖l 村岡田



ゴ
『、

不
燃
物

• 

最
近
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て

の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

指
定
日
、
指
定
場
所
以
外
に
ゴ
ミ

を
絶
対
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

ま
た
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い

ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
区
別
し
て
出
し
て

下
さ
い
。

コ

収

句
旬
、

固

ぶ

①
 
回
収
日

の

月
・
木
曜
日
↓

樋
口
、

志
津
川
、
西
岡

火
・
金
曜
日
↓
田
窪
の

一
部
(
柳

屋
酒
店
l

森
川
商
店
間
よ
り
西
)

牛
湖
、
南
野
田
、
北
野
田
、
新
村
、

北
野
台
団
地
、
播
磨
台
団
地

水
・
土
曜
日
↓

見
奈
良
、
下
林
、

上
林
、
上
村
、
田
窪
田
地
、
愛
大
医

学
部
重
信
宿
舎
、
田
窪
(
柳
屋
酒
店

l

森
川
商
店
間
よ
り
東
)

横
河
原
、

,t' し報広

② 

ゴ
ミ
を
出
す
時
間

回
収
日
の
午
前
八
時
ま
で

③ 

場
所

順
路
に
回
収
し
や
す
い
よ
う
に
か

た
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

④ 

注
意
事
項

(7) 

日
曜
日
、
祝
日
、
地
方
祭
、
節
句
、

お
盆
、
年
末
、
年
始
は
ゴ
ミ
回
収
を

し
ま
せ
ん
か
ら
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
で

• 
粗
大
ゴ
ミ
回
収
に
つ
い
て

く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
ま
た
は
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
以
外
(
ガ
ラ
ス
、
刃
物
、
瀬

戸
物
等
)
の
も
の
を
一
緒
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

⑤ 

ゴ
ミ
回
収
の
申
込
先

厚
生
課

へ
印
鑑
持
参
の
上
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

⑥ 

料
金

日日
のの
排 f~ド
出出
量量
十十
五五
kg kg 
以以
上下
有無
料料

不
燃
物
回
収

① 

回
収
日

毎
月
十
日

・

二
十
五
日

② 

回
収
時
間

正
午
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
問
に

荷
造
り
し
て
所
定
の
場
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

③ 

回
収
す
る
不
燃
物

ガ
ラ
ス
・
ビ
ン
類
・
金
物
類
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類

営
業
用
の
不
燃
物
は
回
収
し
ま
せ

ん
。

④ 

回
収
場
所

-
北
吉
井
地
区

山
之
内
公
民
館
↓
岡
え
ん
堤
↓
荒
木

谷
バ
ス
停
↓
除
ケ
↓
井
口
公
民
館
↓

菖
蒲
瓦
屋
下
手
↓
樋
口
高
曽
渡
↓
横

河
原
公
民
館
↓
横
河
原

二
本
松
↓
横

河
原
愛
媛
新
閉
店
横
↓
樋
口
オ
タ
ビ

↓
志
津
川
皇
大
神
宮
境
内
↓
愛
大
医

学
部
重
信
宿
舎
↓
志
津
川
集
会
所
↓

池
田
商
店
北
側
↓
八
反
地
墓
地
南
東

側
↓
志
津
川
団
地
ス
ト
ア
ー
西
↓
西

岡
集
会
所
↓
西
岡
奥
村
商
店
前
↓
池

ノ
下
集
全
所
↓
播
磨
台
団
地
公
民
館

南
側

-

拝
志
地
区

上
林
(
お
ん
じ
橋
)
↓
上
林
中
筋
集

荷
場
↓
上
林
蔵
置
所
横
↓
二
ノ
瀬
バ

ス
停
↓
八
幡
公
民
館
↓
横
根
公
民
館

↓
五
反
地
公
民
館
↓
別
府
バ
ス
停
北

側
↓
宮
ノ
段
集
会
所
↓
西
ノ
谷
公
民

館
↓
農
協
上
村
支
所
北
側

-

南
吉
井
地
区

見
奈
良
公
民
館
↓
刑
務
所
官
舎
↓
田

窪
田
地
遊
園
地
前
↓
田
窪
隻
手
薬
師

寺
北
側
↓
田
窪
集
荷
場
↓
堀
池
公
民

館
↓
牛
測
団
地
四
棟
南
↓
牛
湖
団
地

六
棟
南
↓
愛
媛
銀
行
重
信
支
店
南
側

↓
牛
測
集
荷
場
↓
浮
島
神
社
西
北
側

↓
北
野
台
団
地
↓
野
田
集
荷
場
↓
大

湧
泉
横
↓
新
村
公
民
館

⑤ 

注
意
事
項

不
燃
物
の
中
に
ゴ
ミ
類
を
絶
対
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

う
す
い
ア
ゼ
シ
l

ト
及
び
ハ
ウ
ス

用
ビ
ニ
ー
ル
シ

l

卜
は
回
収
し
ま
せ

ん
。ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
等
に
入
れ
て
不
燃

物
が
出
な
い
よ
う
固
く
荷
造
り
し
て

く
だ
さ
い

。

回
収
日
以
外
の
日
に
出
し
た
り
所

定
の
場
所
以
外
の
所
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

粗
大
ゴ
ミ
回
収

①
 
回
収
日

六
月
二
十
八
日

九
月

二
十
八
日

十
二
月
二
十
八
日

三
月

二
十
八
日

② 

回
収
時
間

回
収
日
の
午
前
十
時
ま
で

(
回
収
日
以
外
の
日
に
は
出
さ
な

い
で
下
さ
い
。

)

③ 

回
収
す
る
粗
大
ゴ
ミ

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
た
く
機
・

自
転
車
・

ミ
シ
ン

・

ベ
ッ
ド
・
机

・

イ
ス

・

家
具
・

ふ
と
ん

・

じ
ゅ
う
た

ん
箪
寸

そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
事
前

に
厚
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

④ 

注
意
事
項

一
般
ゴ
‘
、
:
不
燃
物
(
カ
ン
・
ビ

ン
類
)
は
従
来
通
り
前
記
の
日
程
で

回
収
し
ま
す
の
で
、
粗
大
ゴ
ミ
回
収

日
に
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い

。

ゴ
ム
製
品
・
ビ
ニ
ー
ル
等
(
う
す

い
ア
ゼ
シ
ー
ト
・

ハ
ウ
ス
用
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
)
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
及

び
、
事
業
所
か
ら
の
排
出
は
固
く
お

断
り
し
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
利

用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
排
出
す
る
前
に

も
う
一
度
利
用
で
き
る
か
確
認
し
ま

ーし
ト
ふ
よJ
。

⑤ 

粗
大
ゴ
ミ
回
収
場
所

上下上 新北 北南 上 播牛 牛 困問 見西 ゴ，u= 横樋 山 地
野 樋 磨梯l 窪
4 ‘ 野野 品ふa、 団 均1又一、 i幸 i可 之o 

団 団団
キf林林 村地 岡田 地 地地 測l 地 窪 良岡 )11 原口 内 区

農別蔵お 農集 野 北牛公ポ姻公 遊園集荷 Fふ入入 丹.J->.、 八志 } 公 荒
協府 置ん 協会 国 東洲 民ン 池民 民民 反 i季 本民木
支パ所じ 支所 集 入団 館プ公館地場館館地川 松館谷場
所ス 横橋所横 荷 口地南室 民 IlIJ 墓グ 西パ
北停 南 場 駅 (則 横館 地ラ {目l ス
側北 {則 南ン 停所

(則 側東ド
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子
宮
頚
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

ぶ

日
進
月
歩
、
医
療
は
す
す
ん
で
い

ま
す
が
、
が
ん
の
治
療
と
な
る
き
め

手
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

「
が
ん
」
を
不
治
の
病
と
思
っ
て
い

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

。

し
か
し
早
期
に
発
見
し
た
が
ん
は

早
期
治
療
に
よ
っ
て
完
全
に
治
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す

。

普
段
か
ら
自
分
の
健
康
に
気
を
つ

け
、
「
忙
し
い
か
ら
」
「
恥
ず
か
し

い
か
ら
」
と
い
う
気
持
ち
を
ふ
り
き

っ

て
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
早
期

発
見
の
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
体
を
自
分
で
守
る
た
め
、

す
す
ん
で
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

。

平
成
二
年
度
の
子
宮
頚
が
ん
・
礼

が
ん
検
診
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
二

つ
の
検
診
が
同
時
に
で
き
ま

す
の
で
、
す
す
ん
で
受
け
て
下
さ
い
。

のげし報

(
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
広
報

六
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

・申
し
込
み

用
紙
も
一
緒
に
回
覧
し
ま
す
。
)

日
程
・
場
所

別
表
の
と
お
り

受
付
時
間

午
後
一
時
1

二
時

料
金子

宮
頚
が
ん
検
診

本
人
負
担
四

O
O
円

(
町
負
担

二
六
七
O
円
)

乳
が
ん
検
診

本
人
負
担

一
O
O
円

申
込
方
法

各
組
回
覧
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
組
に
入
っ
て
い
な
い
人
は

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は
、
役
場
保

健
婦
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

広

子宮頚がん・乳がん検診日程表

実施日 場 所

6 月 8 日 下林集会所

6 月 12 日 北吉井小学校体育館

6 月 14 日 南吉井小学校体育館

6 月 20 日 上林公民館

6 月 22 日 関I 民 メ~ 官官

7 月 10 日 北吉井小学校体育館

7 月 12 日 南吉井小学校体育館

7 月 20 日 開I 民 ぷ~、 官官

11 月 9 日 岡I 民 ムヱ三 館

(子宮頚がん検診のみ)

持
参
品

健
康
調
査
表
(
申
し
込
ま
れ
た
方

へ
事
前
に
送
付
し
ま
す
)

パ
ス
タ
オ
ル
(
礼
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
る
方
の
み
)

一 一お
も
じ
る
雑
学

一
…

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

心
が
け
た
い
一
日
三
十
食
品

わ
た
し
た
ち
の
体
は
、
い
わ
ば
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
の
う
え
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

一
方
が
多
く
、
他
方
が

少
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
う
ち
体
に
変

調
を
き
た
し
、
病
気
を
招
く
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
る
う
え
で
問
題
に
な
る

点
が
、
実
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
砂
糖
・
塩
と
い
っ

た
単
品
は
、
と
か
く
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

米
、
野
菜
、
・
肉
な
ど
の
食
品
は
、

必
ず
そ
の
中
に
い
く
つ
か
の
栄
養
素

を
含
ん
で
い
ま
す
。
米
に
は
澱
粉
が

最
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ほ
か
に
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
肪
、
そ

し
て
多

く
の

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
砂
糖
と
く
に
精
白
し

た
も
の
は
、
糖
質
だ
け
し
か
含
ん
で

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

。

第
二
に

、

食
品
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
あ
る
栄
養
素
が
全
く
と
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す

。

肉
、
魚
、
卵
、

大
豆
と
い
っ

た
た
ん
ぱ
く
性
食
品
に

は
、
ビ
タ
ミ
ン

C

は
ほ
と
ん
ど
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん

。

第
三
は
、
特
定
の
栄
養
素
を
非
常

に
多
く
含
む
食
品
と
そ
う
で
な
い
食

み
そ

品
と
が
あ
る
こ
と
で
す
。
味
噌
、
し

よ
う
ゆ
、
漬
物
に
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
が

多
い
の
に
対
し
、
果
物

・

野
菜
・

肉

に
は
カ
リ
ウ
ム
が
多
い
と
い

っ
た
具

合
で
す
。

こ
う
し
た
食
態
を
と
り
な
が
ら

、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
に
は
、
結

局
、
特
定
の
食
品
に
編
っ
た
食
事
を

し
な
い
こ
と
で
す

。

で
き
る
だ
け
多

く
の
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
と
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

厚
生
省
は
、
一
日
三
十
食
品
で
、

ほ
ぽ
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
な
る

と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
な
か
な

か
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

毎
日
の
食
事
で
と
っ
て
い
る
食
品
を

数
え
、
三
十
食
品
よ
り
少
な
け
れ
ば

一
品
で
も
二
品
で
も
数
を
増
や
す
よ

う
な
努
力
を
す
る
こ
と
が
、
飽
食
の

時
代
に
栄
養
不
足
を
招
か
な
い
最
良

の
コ
ツ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

場所

持参品
健診内容

昭和61年12 月 1 日から昭和62年2 月 28 日生まれ

平成 2年 5 月 25 日恰)
午後 1 時30分-2 時30分

町民会館

母子手帳
①身体計測 ②問診 ・ 発達テスト
③内科診察・歯科診察
④保健・栄養・歯科相談

三歳児健診のお知らせ
象

時

対

日

町営志津川墓園使用料の改定

町営志津川墓園の使用料が平成 2 年 4 月 1 日よ

200 ， 000円を→220.000円に改定

306 ， 000円を→337.0∞円に改定

り次のように改定しました。

一号区

二号区
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測定日 時 間 場 所

9 : 00-9 : 30 樋口公民館

9 : 40-10 : 40 横河原公民館

10 : 50-11 : 20 志津川公民館

第4 月曜日 13 : 10-13 : 40 西岡公民館

13 : 50-14 : 30 見奈良公民館

14 : 40 -15 : 40 田窪公民館

15 : 50-16 : 20 田窪団地公民館

9 : 00-9 : 30 堀池公民館

9 : 40-10 : 30 牛洲公民館

10 : 40-11 : 00 南野田公民館

11 : 10-11 : 40 北野田公民館
第4 火曜日

新村公民館13 : 10-13 : 40 

14 : 00-14 : 20 播磨台団地公民館 l

14 : 40 -15 : 10 牛淵団地公民館

15 : 30-16 : 00 八反地公民館

9 : 00-9 : 30 上林公民館

9 : 40-10 : 10 下林集会所

10 : 20-11 : 00 上村公民館

第4水曜日 13 : 10-13 : 30 北野台団地公民館

13 : 45-14 : 10 上樋団 地公民館

14 : 40-15 : 00 山之内荒木谷

15 : 10-15 : 30 山之内井口公民館

第 1 月曜日 13 : 00-14 : 00 同I 民 ~ 館

健
康
相

言炎

毎
月
第
一
月
曜
日
、

第
四
月
・
火
・
水
曜
日
実
施

重
信
町
で
は
、
八
月
・
十
二
月
を

除
く
毎
月
、
健
康
相
談
を
各
地
区
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

血
圧
測
定
に
限
ら
ず
、
日
頃
健
康

に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

や
、
病
気
の
こ
と
で
不
安
に
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す

。
な
お
、
五
月
か
ら
時
間
帯
が
変
更

し
た
地
区
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
下
さ
い

。

対
象
者

一
般
住
民

担
当
者
保
健
婦
お
よ
び
衛

生
委
員

程表日健康相談

婦人の疾病予防講座
女性の一生は、小児期・思春期・成熟期・更年期・老

年期の 5 つの時期に分けられます。

これらの時期は、ホルモンの変化によって体調がすぐ

れなかったり精神的にも不安定な状態におちいったりと、

心身面でいろいろな症状がでて くることがあります。

健やかに一生を過ごすためには、女性の心と体につい

て正しく知り、病気の予防に務めることが大切です。

「婦人の疾病予防講座」を 4 回コースで開催します。
今回は下記のとおりです。

皆さんおきそいあわせの上、

料金無料

場 所 町民会館

申し込み方法 4 月 11 日までに厚生課の保健婦へご連

絡下さい。 ft64-2001

おこし下さい。

l 日 l 寺 I 1 );) 容 | 講師 l

l l ぃ…十科医長 1 

15 月 1 旧制 講演 国立病院四国がんセンター|

I 13 ・ 30-15:301 ，_'~ ~- - - "..- "'- I " " ~- . I 
| いて」 高嶋成光先生 |

家
庭
で
の
け
が藤石クリニック

家
庭
で
の
け
が
に
は
、
小
さ
な
け

が
か
ら
は
じ
ま
り
死
に
い
た
る
け
が

ま
で
い
ろ
い
ろ
見
ら
れ
ま
す
。
今
回

は
け
が
し
た
場
合
に
家
庭
で
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
処
置
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
で
の
け
が
に
は
、
す
り
傷
・

切
り
傷
・
刺
し
傷
・
裂
け
た
傷
・
犬

に
噛
ま
れ
た
傷
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

け
が
し
た
場
合
ま
ず
す
る
こ
と
は
、

傷
口
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
す
。

手
当
を
す
る
人
は
き
れ
い
に
手
を
石

鹸
と
水
で
洗
い
ま
す

。

傷
の
部
分
は

少
々
血
が
出
て
い
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
か
ら
勢
い
よ
く
流
れ
出
る
水
道
水

で
洗
い
ま
す
。
傷
に
砂
や
土
が
つ
い

て
い
る
場
合
は
軽
く
ガ

l

ゼ
で
こ
す

る
と
砂
や
土
は
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

け
が
し
た
と
き
家
庭
用
消
毒
薬
(
オ

キ
シ
フ
ル
・
ヨ
ウ
チ
ン
・
赤
チ
ン
な

ど
)
を
第
一
に
考
え
が
ち
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
殺
菌
力
を
過
信
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
ま
ず
傷
を
洗
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
す
り
傷
の
場
合
は
こ
れ

だ
け
の
処
置
で
十
分
で
、
ガ
ー
ゼ
な

ど
で
覆
う
と
逆
に
傷
の
な
お
り
を
遅

ら

せ
ま
す
。
切
り
傷

・
刺
し
傷
・
裂

け
た
傷
は
き
れ
い
に
洗
っ
た
あ
と
家 藤石慎二

庭
用
消
毒
薬
で
消
毒
し
、
消
毒
ガ
ー

ゼ
か
消
毒
包
帯
で
傷
を
覆
っ
て
く
だ

さ
い
。
脱
脂
綿
は
傷
口
に
糸
く
ず
を

残
し
ま
す
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
抗
生
物
質
入
り
の
軟
膏
類
を

傷
の
上
に
べ
ト
ベ
卜
塗
る
と
傷
の
な

お
り
を
遅
ら
せ
ま
す
。

血
の
出
て
い
る
傷
は
十
分
洗
っ
た

あ
と
、
消
毒
ガ
ー
ゼ
で
五
i

十
分
押

さ
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
顔
面
や

頭
の
傷
は
血
も
止
ま
り
に
く
く
、
傷

痕
も
残
り
や
す
い
の
で
医
師
の
手
当

を
う
け
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ
た
傷
・

血
の
止
ま
ら
な
い
傷
・
口
の
ひ
ら
い

て
い
る
傷
も
で
き
る
だ
け
早
く
医
師

の
手
当
を
、
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

け
が
を
し
て
問
題
に
な
る
の
は
、

傷
が
化
膿
し
た
場
合
で
す
。
ば
い
菌

が
リ
ン
パ
管
や
血
管
の
中
に
入
り
全

身
に
ま
わ
る
と
敗
血
症
と
な
り
命
に

も
影
響
し
ま
す
。
き
ち
ん
と
医
師
の

手
当
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
傷
が
化

膿
し
た
と
き
は
次
の
様
な
症
状
が
で

て
き
ま
す
。

①
傷
口
が
赤
く
な
り
、
ま
わ
り
が

腫
れ
て
き
ま
す
。

②
傷
口
に
さ
わ
る
と
熱
っ
ぽ
く
、

ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
の
い
た
み
ま
す
。

③
傷
口
の
部
分
が
動
か

し
に
く
く

な
り
ま
す
。

④

化
膿
し
て
傷
口
よ
り
う
み
が
で

て
き
ま
す
。

以
上
、
簡
単
に
説
明
し
ま
し
た
が
、

家
庭
で
の
適
切
な
処
置
で
傷
も
早
く

な
お
り
ま
す
。

一
般
的
知
識
と
し
て

お
ぼ
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

一一一水を大切にしましょう一一一



(10) 

よ
も
や
ま
話

天
然
記
念
物
に

指
定
し
て
お
き
た
い

重
信
の
植
物

ニ
奈
良
神
社
の
ク
ヌ
ギ

ぶ

O

所
在
地
下
林
助
兼

三
奈
良
神
社

O

目
通
り
周
囲

一
一
一
百
三
シ

O

樹
高
十
九
日

O

枝
り
東
西

二
十
日

南
北
十
九
日

A
J
 

張

の

き恥妥L

'1' し報広

下
林
助
兼
の
三
一奈
良
神
社
の
境
内

に
入
る
と
右
手
に
ク
ヌ
ギ
の
大
木
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

幹
が
東
側

に
傾
き
、
枝
が
南
北
水
平
に
十
五
日

ほ
ど
伸
び
て
い
る

。

ク
ヌ
ギ
の
枝
振

り
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
で
す
。

ク
ヌ
ギ
そ
の
も
の
は
県
内
で
は
珍

し
く
な
い
が
、
大
木
が
少
な
く
、
知

ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、

喜
多

郡
大
瀬
の
大
ク
ヌ
ギ
で
、
胸
高
間
間

二

百
三
十
三
今
、
樹
高
十
四
日
の
も

の
と
目
通
り
周
囲

一
一百
十
五
今
、
樹

高
十
七
日
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
樹

齢
三
百
年
で
す

。

三
奈
良
神
社
の
ク

ヌ
ギ
の
よ
う
に
目
通
り
周
囲

三
百
円
〆

を
越
え
る
も
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
県
下
最

大
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

。

か
つ
て
は
、
重
信
の
平
地
部
に
も

ク
ヌ
ギ
、

コ

ナ
ラ
、
ア
ベ
マ
キ
、
ア

カ
マ
ツ
な
ど
の
林
が
広
が
っ
て
い
た

が
今
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん

。
記
憶
の
新

し
い
と
こ
ろ
で

は
、
見
奈
良
か
ら
田
窪
に
か
け
て
の

林
で
、
昆
虫
採
集
や
散
歩
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
た
が
昭
和
四
十
年

頃
で
そ
の
姿
も
消
え
て

し
ま
い
ま
し

千
九こ

の
三
奈
良
神
社
の
ク
ヌ
ギ
の
大

木
は
、
老
木
で
あ
り
な
が
ら
樹
勢
も

旺
躍
で
、
特
に
芽
吹
き
時
季
は
美
し

く
若
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す

。

県
下
最
大
の
可
能
性
と
昔
の
重

信

の
景
観
を
象
徴
す
る
数
少
な
い
見
本

的
存
在
を
考
え
れ
ば
、
是
非
保
存
し

た
い
も
の
で
す

。

西
岡
の
勘
紙
松
(
ク
ロ
マ
ツ
)

O

所
在
地

西
岡

.

0
五
O
番
地

大
西
武
志
宅

東
へ
二
十
一
二、
五
U

凶
へ
二
十
二
、
五
日

。

枝

o 
樹

齢

約
百
四
十
年

西
岡
同
八
幡
神
社
鳥
居
を
西
へ
百

五
十
日
程
行
く
と
大
西
武
志
さ
ん
宅

が
あ
り
、
そ
こ
に
非
常
に
珍
奇
な
松

が
あ
り
ま
す

。

土
塀
の
外
側

一
、
五

U

の
高
さ

か
ら
東
凶
水
平
に
分
枝
し

て
伸
び
た
枝
の
長
さ
は
、
合
計
四
十

六
日
も
あ
り
、
F

の
方
か
ら
土
塀
添

い
に
よ
く
観
察
し
な
い
と
、
ど
こ
で

枝
別
れ
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
の
姿
勢

か
ら
臥
龍
松
と
言
わ

れ
て
い
ま
す

。

県
内
に
は
、
こ
の
種
の
長
手
松

(
臥
龍
松
)
が
四
件
知
ら
れ
て
い
ま
す。

O

川
之
江
市
仏
法
寺
の
臥
龍
松
(
市

指
定
天
然
記
念

物
)

目
通
り
周
囲

-
一-
白三
十
で

枝

二
十

一 、

一
日

と
十
:
七
日

O

伊
予
三
島
市
寺
福
寺
の
ク
ロ
マ
ツ

(
市
指
定
天
然
記
念
物
)

目
通
り
周
囲

二
百
十
六
今

枝
南
十
八
日
、
北
十
五
日

O

松
山
市
三
津
善
宗
寺

高
さ
五

υ

枝

二
十
三

、

三
口
と
十
、
六

日
と
七
、
二
日

O

長
浜
町
滝
西
龍
寺
の
手
長
松
(
町

指
定
天
然
記
念
物
)

目
通
り
問
閲

二
百
二
十
五
マ

枝
左
十
四
灯
、
右

二
十
一
日

樹
齢

三
百
年

大
西
武
志
さ
ん
宅
の
も
の
は
、
枝

の
長
さ
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
よ
り
優

れ
て
お
り
、
ま
た
樹
勢
が
旺
盛
で
マ

ツ
カ
サ
も
よ
く
付
い
て
い
ま
す
。

一 、

五
日
程
の
高
さ
で
土
塀
に
這
っ
て
い

る
の
で
薬
剤
防
除
が
適
切
に
な
さ
れ

や
す
く
、
根
が
果
樹
闘
内
の
た
め
発

育
が
良
い
。
四
十
六
灯
の
枝
振
り
を

見
て
い
る
と

、

コ
ケ
を
背
負

っ
た
大

蛇
を
想
像
し
ま
す

。

近
年
松
は
次
々
と
食

害
さ
れ
、
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
も
の

も
ほ
と
ん
ど
安
を
消
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
か
ら
も
こ

の
ク
ロ
マ
ツ
は
、
町
の
奇
樹
と
し
て

大
切
に
保
護
し
成
長
を
見
守
り
た
い

も
の
で
す
。

|

|

次
凶
は
附
窪
の
字

試
州
神
社
社

叢
と

山
之
内
麓
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
に
つ

い
て
|
|
|

• 
、-'

消
防
出
初
め
式
表
彰
者

消
防
出
初
め
式
の
際
、
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す

。

消
防
庁
長
官
表
彰

(
表
彰
旗
)
重
信
町
消
防
団

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

(
精
績章
)
藤
岡

卓

(
勤
続章
)
津
川
義
明

窪
出
貴
駅

愛
媛
県
知
事
表
彰

八
木
俊
正
池

川
勝
司

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
竿
頭
綬
)
重
信
町
消
防
同

(
功
績挙
)
露
口
俊
孝

(
勤
続章
)
奥
村
栄
三

山
石
川
孝
男

丹
生
谷
博
松
末
秀
雄
上
岡
洋
征

露
口
憲
三

牧
正
数
波
部
成

二

(
内
助
の
功
労
者
)
相
原
千
代
美

愛
媛
県
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

加
藤
哲
信
恒
岡
豊
明
掛
木
昇

坂
本
洋
蔵
大
北
正
明
相
原

宏
徳

山
内
教
延
小
山
昌
文
野
首
園
虞

重
信
町
長
表
彰

渡
部
利
通
水
田
博
道
波
部
賢

二

宮
田
善
弘
藤
岡

寅

松
ド
俊
二

須
川
辰
司
松
末
恭

一

久
保
圭
一
一
一

池
川
進
井
上

喜
雄
泉

阿
末
光

山
内
勲
井
門
孝
徳
柏
原
節
夫

藤
岡
良
信
大
西
弘
森
嘉

幸

日
野
隆
西
尾
義
角
森
定

佃
健

一
郎
森
高
康

青
野
幸

一

越
智
重
温
青
井

重
臣
倉
瀬
茂
文

高
須
賀
孝
夫
高
須
賀
建

二

高
須

加
問
(
{
元
五
口

一一一一タバコ は町内で買いま し ょう 一一一



よ
も
や
ま
話

ぶ

鳥
居
の
前
に
立
つ
と
、
右
手
に
木

の
周
り
四
日
、
幹
が
地
上
五
幻
の
所

で
折
れ
た
巨
大
な
ム
ク
ノ
キ
が
目
に

天
然
記
念
物
に

指
定
し
て
お
き
た
い

重
信
の
植
物

の

し
ゃ
そ
う

宇
気
州
神
社
の
社
叢

O

所
在
地
田
窪
海
稲

県
道
森
松
重
信
線
を
田
窪
郵
便
局

前
か
ら
西
へ
四
百
日
程
行
く
と
、
右

側
の
密
集
し
た
人
家
の
な
か
に
、
高

き
が
三
十
日
近
い
大
木
を
混
じ
え
た

林
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

が
字
気
州
神
社
の
社
叢
(
鎮
守
の
森
)

で
す
。

げし幸良広(9) 

し
め
伝
わ

つ
き
ま
す
。
こ
の
木
に
は
注
連
縄
が

張
ら
れ
て
い
る
の
で
、
神
社
の
御
神

木
と
な
っ
て
い
ま
す

。

明
治
二
十
八

年
の
南
吉
井
村
古
社
寺
取
調
書
の
な

か
に
字
気
州
神
社
(
当
時
は
、
三
島

神
社
と
海
稲
八
幡
大
社
名
)
の
見
取

図
が
あ
り

、

こ
の
絵
図
に
現
在
と
同

じ
場
所
に
同
じ
形
を
し
た
木
が
描
か

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
頃
す
で
に

主

幹
が
現
在
の
よ
う
に
枯
損
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

境
内
に
は
い
り
林
の
な
か
を
歩
い

て
み
る
と
、
ム
ク
ノ
キ

・
エ
ノ
キ

・

ア

ラ
カ
シ

・

カ
ゴ
ノ
キ

・

チ
シ
ャ
ノ
キ

の
大
木
が
数
多
く
生
育
し
て
お
り
、

特
に
、
カ
ゴ
ノ
キ
・
チ
シ
ャ
ノ
キ
・

ク
ス
ノ
キ
の
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
チ
シ
ャ
ノ
キ
は
比
較
的
珍
し

い
樹
木
で
す
が
、
こ
の
社
叢
に
は
た

く
さ
ん
育
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

か
つ
て
こ
の
あ
た
り
の

平
地
や
沖

積

地
に
、
カ
ゴ
ノ
キ
・
エ
ノ
キ
・
ム
ク

ノ
キ
な
ど
の
混
生
し
た
林
が
広
が

っ

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す

。

そ
の
他
に
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

・

ネ
ズ
ミ

モ
チ
・
ヤ
ブ
ニ
ッ

ゲ
イ

・

ビ
ワ

・

ソ

テ
ツ

・

マ
サ
キ
・

シ
ュ

ロ
・

ク
サ
ギ

.
ト

ベ
ラ
・
ヤ
プ
ラ
ン

・

ビ
ナ
ン
カ

ズ
ラ
・

マ
ン
リ
ョ
ウ

・

ジ
ャ
ノ

ヒ
ゲ

な
ど
が
生
育
し
て
い
ま
す

。

同
様
の
群
落
は
、
重
信
川
沿
い
に

は
部
分
的
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
{
子

気
州
神
社
の
社
叢
は
、
沖
積
平
野
と

く
に
河
川
沿
い
の
原
生
林
の
名
残
り

を
よ
く
と
ど
め
て
お
り
、
道
後
平
野

を
代
表
す
る
貴
重
な
林
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
見
す
ご
さ
れ
が
ち
で
あ

っ

た
こ
の
鎮
守
の
森
を
も
う

一
度
見

直
し
て
、
大
切
に
保
護
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

山
之
内
麓
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

O

所
在
地
山
之
内
麓
薬
師
堂
境
内

O

目
通
り
周
囲
百

九
十
勺

地
上

一
日
で
二
分
岐
し
、

左
百
六
十
四
日
二

右
百
二
十
六
勺

O

樹
高
五
百
五
勺

O

枝
張
り
東
西
九
、
八
日
、

南
北
八
、
八
日

O

樹
齢

二
百
年
以
上
(
推
定
)

こ
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
、
麓
の
薬
師

堂
境
内
の
斜
面
に
傾
斜
し
て
生
育
し

て
お
り
、
県
内
で
も
特
筆
す
べ
き
大

木
で
す
。
幹
が
地
上

一
口
で
二
つ
に

分
れ
傾
斜
し
て
い
る
た
め
登
り
や
す

く
、
麓
の
人
々
は
子
供
の
頃
は
、

一

度
は
登
っ
て
遊
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
現
在
も
樹
勢
は
旺
盛
で
、
三
月

初
旬
頃
か
ら
開
花
し
は
じ
め
五
弁
の

赤
花
を
大
木
い

っ
ぱ
い
に
つ
け
、
こ

の
時
季
に
は
メ
ジ

ロ
な
ど
の
小
鳥
が
'

多
く
集
ま
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

県
内
に
は
、
目
通
り
周
囲

三
百
今

近
い
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
二
1

三
本
あ
る

ほ
か
、
百
七
十
i

二
百
勺
の
も
の
が

四
本
程
度
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
県

や
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

O

松
山
市
湯
山
両
新
田
の
お
杖
椿

根
廻
り
五
百
今
、
樹
齢
五
百
年

O

新
居
浜
市
大
生
院
大
野
山
の
馬
椿

目
通
り
周
囲

三
百
円，

O

伊
予
三
島
市
富
郷
下
猿
田
の
椿

根
廻
り
二
百
七
十
勺

O

西
条
市
中
奥
山
の
椿

目
通
り
周
囲
二
百
七
今
、
樹
齢

二
百
五
十
年

O

伊
予
市
下
唐
川
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

目
通
り
周
囲

二
百
今

O

八
幡
浜
市
津
羽
井
の
大
椿

目
通
り
周
囲
百
八
十
今
、
樹
齢

三
百
年

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
、
重
信
周
辺
で
は

海
抜
八
百
口
内
外
以
下
(
暖
温
帯
)

の
地
域
で
は
、
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る

最
も
普
通
な
植
物
で
す
が
、
麓
の
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
は
、
木
の
太
き
で
は
県
内

で
六
番
目
に
位
置
し
、
現
在
ま
で
気

付
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
不
思

議
な
ぐ
ら
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
薬

師
堂
で
は
楽
頭
(
町
指
定
文
化
財
)

が
古
く
か
ら
舞
わ
れ
て
お
り
、
由
緒

あ
る
場
所
に
二
百
年
余
も
麓
の
人
々

の
生
活
を
見
守
り
つ
ず
け
、
時
に
は

子
供
達
の
遊
び
仲
間
と
な
っ
て
い
た

わ
け
で
す

。

今
回
の
調
査
を
機
会
に
、

麓
の
人
々
と
と
も
に
生
き
て
き
た
こ

の
ツ
バ
キ
の
大
樹
を
是
非
保
護
し
て

大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

-
1

次
回
は
山
之
内
柚
之
木
の
稲
荷

五
社
神
社
社
叢
と
同
奥
黒
滝
の
シ
ラ

カ
シ
と
龍
神
社
社
叢
に
つ
い
て
|
|

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
水
野

花
子
さ
ん

牛

沸l

文化振興財団セミナー

7 月 13 日恰)

13時30分-15時

町民会館

松原弘宣

(愛媛大学助教授)

無料

講演「古代の郷土」

時

所

師

4 . 受講料

1 . 日

2. 場

3 . 講



(10) 
ぷ、の,t ' し報広

重 信町教育相 談 室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

月 日 相談員

16 林 トシ子

5 23 池)11 敏朗

30 池川 邦男

6 水田敏贋

13 大森敬子
6 

20 近藤栄宏

27 高橋謙一

毎週水曜日

13 :00-17 :00 

電話でもよいし、

直接来られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

図書館 3 階

64-3437 

日時

所
話
法

場

電

方

上林小学校体育館

館[

持志小体育館

役場会議室

ft64 -2152 

地区

南吉井小体育館

ぷ込
E 民開I

各

14 :00-14 :30 

13: 00-15: 00 

14:00-14:30 

22ω 

24(利

25幽

27(日)

28伺)

29ω 

3α桐

5 

月

戸
籍
の
動
き

四
月
十
五
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

横下樋田志機械志牛樋田 住

i可 i掌原j可 i原可津
原林口窪川 川 沸l 口窪 所

関谷高原長山高樋 山 柳原 佐鳥 保谷松 野内須口先 藤生

敬勝美 弘恒図誠資 尚久秀 i告賞 護

三 一 寿義治人志夫 二 英 者

英理優未美友あさ↑真実ー真 出

希由 く 貧 生
爾菜食 佳美ゆら平梨子 児

3 3 3 3 3 3 3 3 333  生. . .. .. 年月
26 24 24 21 20 16 16 15 14 13 10 日

北吉井小体育館

書館

含66 - 2066

下林集会所

図書館

ft66-2226 

北吉井小体育館

横河原公民館

11 

13:30-15:00 I 図

川内町北方

14 :00-14 :30 

10: 00-12: 30 

31附

2 出

3 (日)

欄
一
拙一川一則

7 (柄

牛若、回樋牛上田
i掌

消l 川窪口湖l 林窪

宇山扇渡重大越
和内山部松野智
}I1 
正康英孝隆直政
万裕則弘司正文

康智敬美裕耕
弘
成恵太穂子三

3 3 3 3 

31 31 29 27 

死

(
お
悔
み
)

t 

a
n
-
-
-唱
'
A

必
U
T
・

n
k
v

4

・

日

見上牛横志西 住
支々え、 i可 i掌
良村沸l 原川岡 所

山 i倉頼 *大佐森 氏内 野西藤
タ 真
カ光義 二 ナ 名
ノ子 H月進郎ヲ

主手
71 80 63 81 26 91 

令

333  3 3 3 苦E
亡
(J) 

24 23 21 18 17 16 日

館会民田T
受付 1 3:30-14 ・ 00

講座 14:00-15:30
13附

1 5幽

6 

、.. 

館A :z;; 民田T

17(日)

田下牛田見下牛樋山
奈之

窪林沸l 窪良林洲口内

遠森大 i酉中丹波坂加
山 問弁上生部本藤

ジ 谷仁市イ
ツ谷芳元義三太サ

通ヱ 一 子春清郎郎ミ

70 68 83 80 88 92 82 90 78 

4
-
m
 

4
-m
 

3

・

ぉ

3

・

幻

3

・
刊
日

a
u
y・

n
L

A
U
T
・
必
u
y

d
q
-
c
o
 

d
a
-
-

n
吋d

11 
乳児健 診

H元年8月、 H2年2月生

人権相談 いQ:00-15:00 1 役場会議室
22幽| ・…一一 一一一一一ー一 -j- -:::-: ~-~ -- -:-::-~~- -I 

子宮顎がん ・礼がん検診 113:00-14:001 町 民会 館
当番医 国立療養所愛媛病院横河原 告64-2411

映写技術講習会 119:30-21 :30 1 町民会館
25閃) 1 …一一一一一一一一一一… :I:.--::-;，~-~~ -~-~ -_: ~-- I 
健康相談 27 日附まで |各 地 区

ι年三ξ担: ~iR 一 一一ー |竺:~_~~~_5: _00..l芳一号令常一主
l 粗大ゴミ回収日(指定場所へJO時までに出して下さい。)

28榊 | … l
荷量乳食学級 |受付 13:30-14:00

H 元年10 月、 11 月生 |学級 14 :0ト 15:30

受付 1 3:30- 1 4:00

学級 14:00-15:30

13:30-14 :30 2 1附

24(日)

月

館A 
2二

" 

民田T

母島見学級②29b� 
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